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放射線医学総合研究所の重粒子線がん治療装置ＨＩＭＡ

Ｃでは、短寿命ポジトロン放射性核の対消滅ガンマ線の測

定による人体中での照射領域検出に代表される、入射核破

砕過程による二次ビームの医学応用研究を行っている。こ

のような研究の前例としては、ローレンスバークレー研究

所での実験があるがいまだ実用例はなく、ＨＩＭＡＣでは

臨床への応用を目指して、装置の開発とその性能検証実験、

また、生きた動物を用いた基礎実験等を進めているところ

であり、その現状につき報告する。

炭素-9ラジオアクティブビームの生物効果

古澤 佳也氏（放射線医学総合研究所）

【目的】粒子線治療の高度化を考える上でRIビームの利

用の可能性がある。 9C、8B、8Liの様なRIビームの停止

位置での遅発性低エネルギー粒子放出による生物効果が

加わることでより高い効果を示し得る。そこで9Cビーム

を用い細胞の致死効果増強を調べた。

【方法】放医研HIMACの二次粒子ポートで得られる均

一な照射野の9C-RIビームを細胞に照射した。また9C

ビームと同等の分布をもつ12Cビームを参照ビームとし

た。照射はセルスタック容器(ビーム進行方向に異なる深

さの細胞を同時照射)を用い、生存率をコロニー形成法で

求めた。

【結果】ビームの照射野内の線量不均一性は5％以内で

線量率は0.3-0.5Gy/hr、RIビームの生成効率は9.1ｘ

10-6であった。また12Cビームでも9Cビームと同等の深

度線量分布を持つビームが得られた。細胞致死の効率は

Bragg-peakより手前の領域（遅延粒子の発生しない）

では12Cビームと比較して同様であったが、遅延粒子が

発生する領域では12Cビームに比べて約２倍高い生物効

果が観測された。


